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１．施策の方向性

平成22年度～
平成26年度

平成23年度～
平成32年度

# # # # # # # #

２．主な取組と構成事務事業一覧

↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課
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③
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 【参考】施策に関連するその他の計画

生涯学習課

３．個に応じた支援体制の充実

①発達障害等を含む障害のある子ども一人ひとりのニーズに対応したきめ細かな支援を行うため、学校園と
保護者、行政、医療及び関係機関等が広く連携し、乳幼児期から青年期までを見通した特別支援教育を進
めます。
②外国語を母語とするなど日本語の習得が十分ではない児童生徒に対し、スクールサポーターを配置するな
ど個別に日本語支援を行う体制を整備します。

４．ボランティアによる学習支援の推進
①市民のボランティア意識を高め、自らの知識や学習で培った技術などを学校で、児童に紹介する機会づく
りを進めます。
②市民ボランティアが、地域の中で、子どもたちの活動を支える環境づくりを進めます。

基本的方針

  災害や事件・事故等に備えた安全確保のため、学校施設の老朽化対策や耐震化等を計画的に進めるとともに、児童生徒が自らの
安全をまもるための能力を身に付けさせる安全教育や、また、ボランティアの協力を得る等、地域が一体となって支える教育環境づく
りを進めます。
　また、年齢や性別、国籍、障害の有無等に関わらず、すべての子どもの健やかな育ちを保障する教育環境を整備します。

１．子どもの安全・安心の確保

①児童生徒を事件や事故から守るため、スクールガード・リーダーによる巡回指導や子ども安心パトロール車
の運行等、保護者や地域ボランティアの協力を得ながら、学校内外における安全確保に努めます。
②学校再配置による校区の拡充に伴い、遠距離通学用スクールバスの安全な運行管理及び車両管理を実施
します。
③児童生徒自身の危機対応能力を育むため、各学校の危機管理マニュアルに基づく防災教育や安全教育
を計画的・継続的に実施します。

２．学校施設環境等の整備充実
①学校再配置に伴う拠点校の施設整備を進めます。
②学校施設耐震化計画に基づき、学校施設の耐震化及び非構造部材の耐震対策を計画的に進めます。
③学校施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい学校施設の改修・修繕等を計画的に進めます。

3 子どもを健やかに育む教育環境を充実します

京丹後市教育振興計画

施策評価・進捗管理調書（内部評価結果）
担当課 担当課長

教育総務課 岡野　　勲

※各事業の成果・課題について
は、別紙決算附属資料参照

引野　雅文

重点目標

計画名称

　学校保健安全法に基づき、各学校及び幼稚園に学校医、学校歯科医、学校薬剤師を置き、児
童生徒等の健康の保持増進及び教育現場の環境衛生の維持向上を図る。

計画概要 策定年月 計画期間 備考

第2次京丹後市総合計画
市の目指す基本理念、目標、将来像などを示した「基本構想」と、
その構想を実現するための各種施策を総合的、計画的に体系化
した「基本計画」

平成27年3月
平成27年度～
平成36年度

京丹後市学校施設耐震化
計画

耐震化に対する国の動向や財政措置の状況を的確にとらえつ
つ、本市における学校施設の耐震化を可能な限り早く、計画的に
進めていくことを目的に、本計画を定めるもの

平成22年11月

H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

京丹後市学校再配置基本
計画

急速に少子化が進むなか、本市の次代を担っていく子どもたち
に、より良い教育環境や教育条件を整えるため、学校力を高める
ための学校規模などを考えた学校再配置の取組みを進めていく
ために策定

平成22年12月
前期（H23～27年度）と後期
（H28～32年度）に区分し、段
階的に再配置を進める

主な取り組み
H29決算額 H30決算額

１．子どもの安全・安心の確保 決算額 （単位：千円） 事務の改善

児童生徒を事件や事故から守るため、スクールガード・リーダーによる巡回指導や子ども安心パトロール車の運行等、保護者や地域ボランティアの協力
を得ながら、学校内外における安全確保に努めます。

学校再配置による校区の拡充に伴い、遠距離通学用スクールバスの安全な運行管理及び車両管理を実施します。

21,368     20,052     現状維持

学務経費 学校教育課

5,765       5,336       5,125       現状維持　学齢簿の管理、就学時健診、小中学校の枠を超えた取組及び特別支援学級の交流活動の実
施など、教育活動の充実のための環境づくりに取り組む。

学校医委嘱事業 学校教育課

24,119     

児童生徒自身の危機対応能力を育むため、各学校の危機管理マニュアルに基づく防災教育や安全教育を計画的・継続的に実施します。

学校安全対策事業 学校教育課

4,728       6,013       5,329       現状維持　保護者や地域の協力を得ながら安全で安心できる学校づくりを推進し、園児、児童生徒を事件
や事故から守る。

学校教育課 松本　晃治

ＤＯ ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ ＰＬＡＮ 
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課
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２．学校施設環境等の整備充実 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

小学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ購入事業 学校教育課

6,025       16,268     -

現状維持

現状維持

統合（整理）

小学校再配置施設整備事業【繰越】 教育総務課

22,166     - -             　学校再配置に伴い拠点校となる学校施設の改修を行い、児童が安全に安心して学校生活を送
ることができる教育環境を整備する。

小学校再配置施設整備事業

-             　学校再配置計画に基づく平成30年4月の丹波小学校と新山小学校の再配置に伴い、児童数が
増加する新山小学校校舎の増改築工事を行う。(29年度実施）

小学校施設管理事業

中学校施設改修事業

現状維持
　学校施設の適切な維持管理により、良好な学習環境の確保を図る。

教育総務課

26,284     

22,973     

144,158   141,719   141,701   現状維持

中学校管理運営事業 学校教育課

60,662     

8,711       9,953       9,956       
　学校施設の適切な維持管理により、良好な学習環境の確保を図る。

現状維持

学校教育課

1,412       1,251       982         終了・廃止　学校事務職員の複数配置を要する小学校に事務職員を配置し、学校事務をサポートすることに
より、円滑な教育活動の実施と適正な学校運営を行う。

小学校管理運営事業 学校教育課

　適正な学校運営や教育環境の充実に取り組み、小学校における円滑な教育活動を実施する。

小学校事務補助経費

現状維持

中学校施設管理事業 教育総務課

小・中学校情報教育環境整備事業【再編交付金活用事業】

18,043     10,030     

- 4,399       

学校教育課

- 86,389     -

教育総務課

27,852     27,517     

教育総務課

120,351   -

44,580     44,580     -             

児童教職員健康管理事業 学校教育課

9,151       8,609       8,356       現状維持　児童及び教職員の健康管理を行うとともに、設備の安全対策を講じることにより、児童及び教職
員の健康の保持増進と小学校の教育活動における安全な環境を整える。

　生徒及び教職員の健康管理を行うとともに、設備の安全対策を講じることにより、生徒及び教職
員の健康の保持増進と中学校の教育活動における安全な環境を整える。

94,857     111,364   現状維持
　小学校に通学する遠距離及び特に必要と認めた児童の安全な通学手段を確保する。

生徒教職員健康管理事業 学校教育課

5,709       5,263       6,182       

　小学校に通学する遠距離及び特に必要と認めた児童の安全な通学手段を確保する。

小学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ運行管理事業 学校教育課

　平成26年度に整備した市内の全小中学校27校（小学校20校、中学校7校）の情報教室パソコン
等について、平成30年度分のリース料を支払うもの。

3,325       - -             現状維持
　中学校に通学する遠距離及び特に必要と認めた生徒の安全な通学手段を確保する。

中学校通学支援事業

学校教育課

1,565       3,348       1,064       

学校教育課

304         302         223         統合（整理）　自転車通学をする生徒を対象に、通学の状況に応じてヘルメット購入補助金を支給し、通学の
安全確保と保護者の負担軽減を図る。

① 学校再配置に伴う拠点校の施設整備を進めます。
② 学校施設耐震化計画に基づき、学校施設の耐震化及び非構造部材の耐震対策を計画的に進めます。
③ 学校施設機能の維持・改善のため、老朽化が著しい学校施設の改修・修繕等を計画的に進めます。

小・中学校情報教育環境整備事業（基金事業）【再編交付金活用事業】 学校教育課

終了・廃止

学校再配置推進事業

縮小　京丹後市学校再配置基本計画に基づく「学校づくり準備協議会」を設置し、学校再配置による
新しい学校づくりに向けた取組みを推進する。

小学校通学支援事業 学校教育課

383         292         269         統合（整理）　遠距離通学をする児童を対象に、通学の状況に応じて遠距離通学補助金を支給し、通学の安
全確保と保護者の負担軽減を図る。

中学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ運行管理事業 学校教育課

80,565     75,815     79,422     現状維持
　中学校に通学する遠距離及び特に必要と認めた生徒の安全な通学手段を確保する。

中学校ｽｸｰﾙﾊﾞｽ購入事業 学校教育課

96,719     

59,613     63,184     現状維持
　適正な学校運営や教育環境の充実に取り組み、中学校における円滑な教育活動を実施する。

終了・廃止　児童生徒の情報教育環境を充実させ一層の教育振興を図るため、全小中学校にICT機器（電
子黒板、指導用タブレット等）を整備する。

小学校施設改修事業 教育総務課

486,397   181,402   198,190   現状維持　老朽化している学校施設が多い中、市内小学校施設における改修工事等を行い、児童が安全
に、安心して学校生活を送ることができる教育環境を整備する。

　老朽化している学校施設が多い中、市内中学校施設における改修工事等を行い、生徒が安全
に、安心して学校生活を送ることができる教育環境を整備する。

小学校施設改修事業【繰越】 教育総務課

117,340   縮小　学校施設における改修工事等を行い、児童が安全に安心して学校生活を送ることができる教育
環境を整備する。
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①
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↓  事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

①

②
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 事務事業名称・事業内容（実績） 担当課

34

35
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38

1

2

8,313       現状維持
　教育委員会事務局の円滑な運営を行う。

子ども未来課

5,222       8,090       985         

教育委員会一般経費 教育総務課

4,056       3,897       4,080       

小学校ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業《再掲》

中学校ｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾀｰ等設置事業《再掲》

決算額 （単位：千円） 事務の改善

学校給食一般経費 学校教育課

1,162       1,155       1,783       現状維持　学校給食全般における衛生管理の徹底を図るとともに、給食献立の研究を通じ、衛生管理と栄
養面での充実や食育の推進を図る。

　栄養バランスの取れた給食を提供し、児童の心身の健全な発達に寄与する。

小学校給食管理運営事業 学校教育課

学校教育課

-             -             現状維持 スクールサポーターを配置し、児童一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細やかな指
導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。

学校教育課

-             

-             -             -             現状維持

発達障害等を含む障害のある子ども一人ひとりのニーズに対応したきめ細かな支援を行うため、学校園と保護者、行政、医療及び関係機関等が広く連
携し、乳幼児期から青年期までを見通した特別支援教育を進めます。

外国語を母語とするなど日本語の習得が十分ではない児童生徒に対し、スクールサポーターを配置するなど個別に日本語支援を行う体制を整備しま
す。

H29決算額 H30決算額 H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

市民のボランティア意識を高め、自らの知識や学習で培った技術などを学校で、児童に紹介する機会づくりを進めます。

市民ボランティアが、地域の中で、子どもたちの活動を支える環境づくりを進めます。

網野給食ｾﾝﾀｰ管理運営事業 学校教育課

33,747     36,989     39,447     現状維持

 スクールサポーターを配置し、生徒一人ひとりの課題・特性を的確に把握し、よりきめ細やかな指
導に努めるとともに、円滑な授業を実施する。

　低所得世帯を対象に日用品、文房具等の購入に要する費用、食事に要する費用、行事への参
加に要する費用等の実費徴収額について、費用の一部を助成する。

児童福祉総務一般経費

933,933   

日用品費等援助事業 子ども未来課

0 47 98           

　児童福祉業務を円滑に遂行するために必要な一般経費

事務局一般経費 教育総務課

計 1,536,904 1,061,178 

学校跡施設管理事業 教育総務課

3,322       6,627       3,370       改善・効率化
　学校再配置により閉校となった学校施設の維持管理を行う。

改善・効率化

現状維持

現状維持
　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、教育委員会を運営する。

5,949       13,343     

主な取り組み
H29決算額 H30決算額 H31予算額

評価を踏まえた
今後の方向性

３．個に応じた支援体制の充実

公立学校施設災害復旧事業 教育総務課

-             788         -             縮小
　豪雨及び台風等の自然災害により被災した公立学校施設の災害復旧を行う。

H29決算額 H30決算額 H31予算額
評価を踏まえた
今後の方向性

４．ボランティアによる学習支援の推進 決算額 （単位：千円） 事務の改善

主な取り組み

上記の「主な取り組み」への位置付けが困難な事業 決算額 （単位：千円） 事務の改善

生涯学習課

5,151       4,325       3,875       現状維持　「教育と学びのまち 京丹後」の実現に向け、「学校のニーズ」と「地域の人の持つ力」を結び付
け、学校・家庭及び地域が協力して子どもを育む環境の充実を図る。

地域学校協働本部事業

5,028       4,831       3,550       縮小

138,863   

40,302     

-

　学校事務職員の複数配置を要する中学校に事務職員を配置し、学校事務をサポートすることに
より、円滑な教育活動の実施と適正な学校運営を行う。

学校教育課中学校事務補助経費

131,013   134,092   現状維持

1,498       

41,012     
　栄養バランスの取れた給食を提供し、生徒の心身の健全な発達に寄与する。

中学校給食管理運営事業

40,995     現状維持

　心身の健全な発達に寄与するため、網野幼稚園、小学校4校（網野北・網野南・島津・橘）、網野
中学校に栄養バランスの取れた給食を提供し、心身の健全な発達に寄与する。

網野給食ｾﾝﾀｰ施設改修事業 教育総務課

学校教育課

　安全・安心な給食を提供できるよう、網野学校給食センターの改修工事等を行い、適切な施設
管理を行う。

現状維持
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３．教育振興計画で掲げている主な目標指標

４．施策の進捗状況の評価と今後の課題［基本的方針の達成に向け、施策がどの程度進捗しているか］

予定以上に進んでいる

予定どおり進んでいる

少し遅れている

大幅に遅れている

５．今後の施策展開の考え方（令和元年～令和3年度までの主な取組）

○

▲

学校支援ボランティア登録者数

基本的方針
　災害や事件・事故等に備えた安全確保のため、学校施設の老朽化対策や耐震化等を計画的に進めるとともに、児童生徒が自らの安全をまも
るための能力を身に付けさせる安全教育や、また、ボランティアの協力を得る等、地域が一体となって支える教育環境づくりを進めます。
　また、年齢や性別、国籍、障害の有無等に関わらず、すべての子どもの健やかな育ちを保障する教育環境を整備します。

主な目標指標

目標指標 単位

市立小学校の耐震化

◎

◎

計画作成時 実績値（現状） 目標値

年度

区分 No. 具　体　的　内　容

施策展開の考え方

1
　児童生徒を事件や事故から守るため、スクールガード・リーダーによる巡回指導及び子ども安心
パトロール車の運行を継続して実施するとともに、除雪活動や子どもたちを見守る地域ボランティ
ア等の拡充を図る。

2
　学校施設の老朽化に対応し、計画的な維持管理を行うとともに、学習環境の改善を図るため、ト
イレの洋式化を進める。また、学校施設の長寿命化計画を定め、現行施設を長期的に使用できる
よう計画的な改修等を行う。

3
　特別な支援が必要な子どものニーズに対応するため、学校園へのスクールサポーター（介護支
援員）を継続配置するとともに、学校園及び保護者、関係機関が連携し、特別支援教育体制整備
の推進を図る。

4
 ボランティア人材の発掘・育成・確保に重点を置きながら、より効果的、効率的なコーディネー
ターの配置等、多様化する学校ニーズに対応できる推進体制整備を図る。

年度

93.5 H25 100 H30

進捗状況区分 評価 ３０年度成果と今後の課題

％ 88.5 H25 100 H30 100 R6

500 R6

R6

R6

年度

×

《市立小学校の耐震化》
 　学校施設耐震化計画による小学校の耐震化は平成27年度をもって完了した。

《市立中学校の耐震化》
　 学校施設耐震化計画による中学校の耐震化は平成26年度をもって完了した。

《非構造部材の耐震対策》
 　国が指導する大規模空間（体育館やランチルームなど200㎡以上の空間を有する箇所等）の非構造部材耐震対
策は、平成28年度をもって完了した。

《学校支援ボランティア登録者数》
　 ボランティア登録者数は毎年増加しているが、高齢化が進んでいるため、過去の登録者について整理するととも
に、学校のニーズに応じた人材の発掘が必要である。

人 427 H25 572 H30

100

非構造部材の耐震対策 ％ 0（調査中） H26 100 H30 100

市立中学校の耐震化 ％

ＣＨＥＣＫ ＡＣＴ 

ＡＣＴ 
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